
１
一
当
社
の
あ
ゆ
み

　
当
社
の
母
体
と
な
っ
た
神
中
鉄
道
㈱
と
当
社
は
共

に
大
正
六
年
十
二
月
ほ
と
ん
ど
同
じ
規
模
と
目
的
を

も
っ
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
前
者
は
横
浜
郊
外
の
保

土
ヶ
谷
か
ら
県
中
央
部
を
横
断
し
て
厚
木
に
至
る
路

線
を
、
後
者
は
、
官
設
東
海
道
線
茅
ヶ
崎
停
車
場
か

ら
相
模
川
沿
い
を
北
上
し
て
官
営
横
浜
線
（
元
横
浜

鉄
道
線
、
大
正
六
年
十
月
鉄
道
院
に
買
収
）
橋
本
停

車
場
に
至
る
路
線
を
建
設
し
、
厚
木
駅
で
連
絡
し
て

い
ま
し
た
。
以
後
両
社
と
も
、
砂
利
の
運
搬
、
販
売

を
主
体
と
し
て
経
営
を
展
開
し
、
昭
和
十
八
年
四
月

当
社
が
神
中
鉄
道
㈱
を
吸
収
合
併
し
て
、
相
模
線
と

神
中
線
の
二
線
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
翌
十
九
年
六
月
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
推
移
に

伴
い
、
国
策
に
よ
り
当
社
の
本
線
と
い
う
べ
き
相
模

線
は
運
輸
通
信
省
に
強
制
的
に
買
収
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
現
在
の
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
相
模
線
で
あ

り
、
当
社
に
は
、
神
中
線
の
み
が
残
さ
れ
、
現
在
の

本
線
と
な
り
ま
し
た
。

　
や
が
て
終
戦
を
迎
え
、
復
興
に
全
力
を
挙
げ
た
当

社
は
、
鉄
道
の
電
化
と
複
線
化
を
推
進
す
る
と
同
時

に
昭
和
二
十
五
年
四
月
に
不
動
産
分
譲
業
、
同
年
六

月
に
乗
合
バ
ス
業
、
昭
和
二
十
七
年
十
月
に
貸
切
バ

ス
業
、
昭
和
二
十
八
年
十
月
に
石
油
製
品
販
売
業
に

進
出
し
、
積
極
的
に
経
営
の
多
角
化
を
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
三
十
年
に
横
浜
駅
西
口
で
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
着
手
し
、
昭
和
三
十
七
年

九
月
に
不
動
産
賃
貸
業
に
進
出
す
る
と
と
も
に
、
沿

線
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
万
騎
が
原
住
宅

地
を
は
じ
め
大
規
模
な
住
宅
開
発
を
手
が
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
横
浜
駅
西
口
再

開
発
と
新
線
建
設
を
二
大
事
業
に
掲
げ
、
そ
の
建
設

に
全
力
で
臨
ん
だ
結
果
、
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
に

相
鉄
ジ
ョ
イ
ナ
ス
が
（
全
館
完
成
は
昭
和
五
十
三
年

五
月
）
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
に
い
ず
み
野
線
（
二

俣
川
～
い
ず
み
野
駅
間
）
が
開
業
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
い
ず
み
野
線
を
中
心
と
し
た
住
宅
開
発
や
賃
貸

ビ
ル
建
設
等
沿
線
開
発
を
推
進
し
、
平
成
二
年
四
月

に
は
、
い
ず
み
野
線
い
ず
み
野
～
い
ず
み
中
央
駅
間

が
開
業
、
同
年
五
月
に
は
大
手
民
鉄
へ
参
入
し
ま
し

た
。
現
在
二
十
一
世
紀
に
向
け
新
た
な
二
大
事
業

（
横
浜
駅
西
口
駅
前
再
開
発
事
業
、
い
ず
み
野
線
延

伸
い
ず
み
中
央
～
湘
南
台
間
工
事
）
を
通
じ
て
総
合

サ
ー
ビ
ス
事
業
集
団
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

２
一
路
線
の
概
要

　
当
社
線
は
、
横
浜
５
海
老
名
間
（
本
線
）
二
四
・

六
キ
ロ
、
二
俣
川
～
い
ず
み
中
央
駅
間
（
い
ず
み
野

線
）
八
・
ニ
キ
ロ
、
合
わ
せ
て
三
二
・
八
キ
ロ
の
旅

客
線
と
相
模
国
分
～
厚
木
駅
間
二
・
ニ
キ
ロ
（
厚
木

特
集
・
大
都
市
交
通
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系
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て
②
個
別
事
業
に
お
け
る
課
題

線
）
の
貨
物
線
と
の
合
計
三
五
・
〇
キ
ロ
で
営
業
し

て
い
ま
す
。
当
社
線
は
、
沿
線
各
所
の
住
宅
地
と
横

浜
市
中
心
部
を
結
ぶ
典
型
的
な
都
市
型
鉄
道
で
四
百

三
十
両
の
車
両
を
投
入
し
て
平
日
一
日
約
六
百
本
の

列
車
を
運
行
し
、
主
に
通
勤
・
通
学
の
足
と
し
て
。

一
日
約
六
十
八
万
人
の
旅
客
輸
送
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
い
ず
み
野
線
延
伸
工
事
（
い
ず
み
中
央
～
湘
南

台
間
）
が
完
成
す
れ
ば
、
小
田
急
江
ノ
島
線
湘
南
台

駅
で
当
社
線
と
の
同
時
開
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
横

浜
市
営
地
下
鉄
一
号
線
と
も
接
続
す
る
こ
と
に
な
り
。

い
ず
み
野
線
は
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
な
骨
格

と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

３
一
新
線
建
設

　
当
社
は
、
将
来
急
速
に
都
市
化
す
る
可
能
性
が
強

く
、
大
幅
な
新
規
輸
送
需
要
の
発
生
が
見
込
ま
れ
る

地
域
に
お
い
て
、
沿
線
住
民
の
利
便
を
増
進
す
る
と

と
も
に
、
東
海
道
線
を
は
じ
め
既
設
鉄
道
線
の
混
雑

緩
和
を
図
り
、
首
都
圏
郊
外
鉄
道
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
俣
川
駅
よ
り
鉄
道

の
便
に
恵
ま
れ
な
い
横
浜
市
西
部
、
藤
沢
市
西
北
部

及
び
茅
ヶ
崎
市
西
北
部
を
経
由
し
て
、
東
海
道
線
平

塚
駅
に
至
る
全
長
二
五
・
三
キ
ロ
の
新
線
建
設
を
計

画
し
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
五
日
付
で
免
許
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
免
許
区
間
の
う
ち
、
第
一
期
区
間
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注
　
大
手
民
鉄

　
我
が
国
の
大
手
民
鉄
は
現
在
十
五
社
。

関
東
地
方
で
は
、
小
田
急
、
京
王
、
東
急
、

京
急
、
京
成
、
西
武
、
東
武
、
相
鉄
の
民

営
八
社
と
営
団
地
下
鉄
が
大
手
民
鉄
と
さ

れ
て
い
る
。
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あ
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方
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模
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道
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と
し
て
二
俣
川
～
い
ず
み
野
間
（
六
・
〇
キ
ロ
）
を

昭
和
四
十
六
年
三
月
に
着
工
し
、
昭
和
五
十
一
年
四

月
に
開
業
し
ま
し
た
。
ま
た
第
二
期
区
間
と
し
て
い

ず
み
野
～
い
ず
み
中
央
間
（
二
・
ニ
キ
ロ
）
を
昭
和

六
十
一
年
八
月
に
着
工
し
、
平
成
二
年
四
月
に
開
業

し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
第
三
期
い
ず
み
中
央
～
湘

南
台
間
の
工
事
計
画
は
横
浜
市
の
新
総
合
計
画
「
ゆ

め
は
ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
か
つ
横
浜
市
西
部
地
域
を
中
心
と
し
た
「
い
ず

み
田
園
文
化
都
市
構
想
」
に
基
づ
い
た
路
線
で
す
。

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
街
づ
く
り
が
鉄
道
の
整
備

と
一
体
と
な
っ
て
進
み
ま
す
。
一
方
湘
南
台
地
区
は
、

藤
沢
市
の
副
都
心
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
周
辺
に

は
慶
礁
義
塾
大
学
や
工
業
団
地
等
が
立
地
し
「
健
康

と
文
化
の
森
構
想
」
な
ど
新
た
な
都
市
拠
点
と
し
て
、

教
育
・
文
化
・
商
業
・
業
務
の
機
能
集
積
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
路
線
に
よ
り
横
浜
市
中
心
部
～
横
浜

市
西
部
地
域
～
藤
沢
市
湘
南
台
が
結
ば
れ
る
と
、
こ

の
地
域
に
住
む
方
々
の
交
通
利
用
は
、
よ
り
便
利
に

快
適
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
湘
南
台
地
区
で
は
い
ず

み
野
線
、
小
田
急
江
ノ
島
線
、
市
営
地
下
鉄
一
号
線

が
集
結
し
有
機
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
来
上

が
り
ま
す
。

４
一
こ
れ
か
ら
の
鉄
道
業

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
当
社
は
創
業
以

来
鉄
道
事
業
を
軸
に
、
積
極
的
な
沿
線
開
発
及
び
沿

線
地
域
を
中
心
と
し
た
魅
力
的
な
生
活
空
間
の
創
造
、

さ
ら
に
こ
れ
に
伴
う
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
し

て
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
経
済
の
成
熟
化
を
背

景
に
、
消
費
者
の
意
識
は
高
度
成
長
の
時
代
と
異
な

り
価
値
観
の
多
様
化
、
個
性
化
と
な
っ
て
現
れ
る
と

相模鉄道路線図
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と
も
に
機
能
、
性
能
、
品
質
な
ど
の
客
観
的
価
値
が

平
準
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
デ
ザ
イ
ン
な

ど
の
主
観
的
価
値
に
重
点
が
お
か
れ
る
傾
向
が
強
ま

る
と
と
も
に
第
三
次
産
業
の
比
重
が
高
ま
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
伴
っ
て
、
特
に
都

市
部
で
の
第
三
次
産
業
を
中
心
と
す
る
企
業
活
動
の

展
開
は
競
争
の
激
化
に
よ
り
質
の
変
化
と
発
想
の
転

換
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

新
し
い
生
活
文
化
の
創
造
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

鉄
道
事
業
を
中
軸
と
し
、
地
域
の
生
活
に
密
着
し
た

各
種
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
し
て
い
る
当
社
に
と
っ

て
は
、
多
様
化
と
個
性
化
が
進
む
社
会
経
済
の
変
化

と
要
望
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
潜
在
化
し
て
い
る

需
要
を
喚
起
し
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
、

生
活
文
化
の
創
造
を
積
極
的
に
推
進
し
て
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
り
重
要
な
使
命

と
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
相
鉄
グ
ル
ー
プ
の
中
核
に
あ
る
当
社
は
、
各
事
業

部
門
並
び
に
各
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
連
携
を
さ
ら
に

強
固
に
し
、
時
代
に
先
行
し
た
事
業
集
団
と
し
て
永

続
的
な
成
長
と
繁
栄
を
続
け
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
当
社
の
基
幹
事
業
で
あ
る
鉄
道
事
業
に
お

い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
公
共
交
通
機
関
と
し

て
の
使
命
で
あ
る
安
全
で
快
適
、
正
確
な
運
行
を
今

後
も
全
う
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
従
来
か
ら
駅
を
売
店
や
駅
ビ
ル
と
の
複
合

施
設
と
し
て
機
能
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
旅
客
や
地

域
の
人
々
に
と
っ
て
単
な
る
「
交
通
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

か
ら
「
暮
ら
し
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
な
る
た
め
に

は
、
各
種
生
活
情
報
の
提
供
を
は
じ
め
地
域
の
会
合

を
開
催
で
き
る
会
議
室
、
展
覧
会
等
気
軽
に
駅
へ
足

が
向
け
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、

あ
る
い
は
公
共
的
機
関
窓
口
の
設
置
等
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
二
俣
川
駅

と
大
和
駅
で
は
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
緑
園
都
市
駅
で
実
施
し
た

新
し
い
駅
づ
く
り
は
（
い
ず
み
野
線
の
中
央
部
に
あ

り
、
横
浜
駅
か
ら
一
三
・
六
キ
ロ
、
沿
線
の
コ
ア
ー

シ
テ
イ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
街
づ
く
り
の
中

心
に
あ
る
高
架
駅
）
、
駅
周
辺
の
街
づ
く
り
と
あ
わ

せ
て
、
「
こ
れ
か
ら
の
駅
」
を
模
索
し
な
が
ら
改
良

し
た
も
の
で
す
。

５
一
こ
れ
か
ら
の
駅
「
緑
園
都
市
駅
」

①
－
ホ
テ
ル
に
見
立
て
た
街
づ
く
り
と
駅
の
位
置
づ

　
　
　
緑
園
都
市
住
宅
地
は
、
緑
に
囲
ま
れ
た
な
だ
ら
か

な
丘
陵
地
に
駅
を
中
心
と
し
た
百
二
十
二
万
平
方
メ
ー

ト
ル
を
区
画
整
理
し
計
画
戸
数
四
千
七
百
戸
、
一
万

八
千
人
の
住
宅
都
市
を
形
成
す
る
た
め
「
人
間
性
を

追
求
し
た
豊
か
な
街
づ
く
り
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
緑
園
都
市
全
体
を
ホ
テ
ル
と
し
て
捉
え
、
住
宅

は
ホ
テ
ル
の
客
室
、
駅
は
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
、
緑

園
都
市
ラ
イ
フ
等
の
商
業
施
設
は
、
ロ
ビ
ー
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
位
置
づ
け
、
居
住
者
に

対
し
て
様
々
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
駅
を
単
な
る
乗
降
の

場
か
ら
「
地
域
の
玄
関
」
と
位
置
づ
け
、
ゆ
と
り
と

潤
い
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
を
創
造
し
な
が
ら

多
機
能
化
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
駅
で
は
、
街
全
体
の
景
観
に
調
和
し
た
人
々
か
ら

親
し
ま
れ
る
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
し
、
街
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
新
し
い
機
能
と
利
便
性
、
快
適
性
、
話
題
性

等
を
備
え
、
併
せ
て
街
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
し
た
。

特
集
・
大
都
市
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
て
②
個
別
事
業
に
お
け
る
課
題

②
－
「
こ
れ
か
ら
の
駅
」
の
基
本
認
識

　
駅
は
都
市
の
「
核
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
都

市
の
構
造
も
駅
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
機
能
は
、
鉄
道
利
用
者
の
乗
降
と
乗
換

え
目
的
に
主
眼
が
お
か
れ
、
「
交
通
拠
点
」
と
し
て

の
都
市
機
能
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
設
備
の
整
備
、

充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
社
会
環
境
は
高

年
齢
化
、
女
性
の
社
会
進
出
、
労
働
時
間
の
短
縮
に

よ
る
生
活
時
間
の
変
化
、
精
神
的
豊
か
さ
や
質
的
充

足
を
求
め
る
価
値
観
の
多
様
化
等
に
加
え
、
情
報
化

の
時
代
に
進
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

代
背
景
の
中
で
、
都
市
の
「
核
」
と
し
て
の
役
割
と

立
地
上
の
優
位
性
等
か
ら
将
来
の
駅
を
思
考
す
る
と
、

利
用
者
の
多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
設
備

と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
言

い
換
え
れ
ば
交
通
拠
点
と
し
て
の
機
能
に
、
市
民
生

活
の
一
部
を
取
り
込
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
を
持

ち
、
生
活
の
利
便
性
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
流
通
サ
ー
ビ

ス
機
能
と
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
持
ち
併
せ
た
施

設
が
、
将
来
の
駅
と
考
え
ま
す
。

６
一
駅
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
当
社
は
、
平
成
三
年
十
月
か
ら
駅
施
設
の
近
代
化

の
一
環
と
し
て
、
自
動
改
札
機
の
導
入
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
平
成
七
年
三
月
末
に
全
駅
（
二
十

三
駅
）
二
百
四
通
路
が
完
成
し
ま
す
。
自
動
改
札
機

設
置
後
の
我
々
が
取
り
組
む
課
題
と
し
て
、
顧
客
最

優
先
の
企
業
原
点
に
立
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
積
極
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
具
体
的
施
策
と
し
て
、
主
要
駅
に
設

置
し
て
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
ぼ
け
っ
と
」
と
「
案
内
係
」

緑園都市駅（外観）緑園都市駅の自動改札機
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を
紹
介
し
ま
す
。

①
－
グ
リ
ー
ン
ぼ
け
っ
と

　
駅
は
単
な
る
交
通
の
拠
点
で
は
な
く
、
街
の
玄
関

と
し
て
生
活
と
憩
い
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
空
間

を
提
供
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
緑
園
都
市
駅
に

最
初
に
設
置
さ
れ
、
現
在
、
横
浜
駅
・
三
ツ
境
駅
・

大
和
駅
・
海
老
名
駅
・
い
ず
み
中
央
駅
の
六
駅
に
あ

り
ま
す
。
業
務
内
容
と
し
ま
し
て
は
、

ア
取
り
次
ぎ
サ
ー
ビ
ス

　
①
宅
配
便
の
受
付
、
②
お
そ
う
じ
代
行
業
の
紹
介
、

③
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
在
宅
老
人
ケ
ア
の
紹
介
、
④

名
刺
・
葉
書
印
刷
の
受
付
、
⑤
フ
ラ
ワ
ー
ギ
フ
ト
の

受
付
、
⑥
自
動
車
学
校
の
入
学
受
付
、
⑦
学
習
塾
の

入
塾
受
付
、
⑧
車
検
の
受
付
、
⑨
仕
出
し
の
受
付
、

⑩
絵
画
リ
ー
ス
の
受
付
、
⑪
Ｄ
・
Ｐ
・
Ｅ
の
受
付
、

⑫
ポ
ケ
ベ
ル
の
加
入
受
付
、
⑬
レ
ン
タ
ル
用
品
の
受

付イ
販
売
サ
ー
ビ
ス

　
①
切
手
・
葉
書
類
、
②
印
鑑
、
③
商
品
券
、
④
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
、
⑤
宝
く
じ
、
⑥
映
画
・
演
劇
・
コ

ン
サ
ー
ト
・
遊
園
地
の
各
種
チ
ケ
ッ
ト
販
売

ウ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

　
①
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
②
Ｆ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
、
③

会
議
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
の
使
用
申
込
み

エ
旅
行
案
内
サ
ー
ビ
ス

　
①
国
内
・
海
外
ツ
ア
ー
の
申
込
み
、
②
Ｊ
Ｒ
乗
車

券
、
③
相
鉄
高
速
バ
ス

等
で
、
年
中
無
休
で
営
業
し
、
営
業
時
間
は
午
前
七

時
か
ら
午
後
八
時
で
、
土
曜
日
・
日
曜
日
等
の
休
日

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
が
特
徴
で
、
今
後
も

お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
を
第
一
に
、
暮
ら
し
の
便
利
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

し
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
い

た
し
ま
す
。

②
－
案
内
係

　
当
社
は
、
自
動
改
札
機
設
置
後
の
お
客
様
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
不
案
内
な
お
客

様
（
高
齢
者
、
移
動
制
約
者
を
含
む
）
の
不
安
を
先

取
り
し
た
積
極
的
な
案
内
業
務
を
進
め
て
行
く
と
の

基
本
的
な
考
え
方
の
中
か
ら
、
当
社
の
各
駅
各
改
札

コ
ー
ナ
ー
毎
に
案
内
兼
改
札
担
当
を
一
名
配
置
し
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
主
要
駅
で
あ
り
、
接
続
駅
で
あ
る
横
浜
駅
等
で

は
、
不
案
内
の
お
客
様
も
多
く
、
改
札
を
兼
務
し
な

が
ら
の
案
内
で
は
、
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
主
要

駅
に
は
、
案
内
サ
ー
ビ
ス
を
専
門
と
す
る
案
内
係
を

配
置
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
案
内
係
は
従
来
の
よ
う
な
受
け
身
の
案

内
で
な
く
、
駅
構
内
を
巡
回
し
、
鉄
道
を
利
用
す
る

お
客
様
を
主
に
、
積
極
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
自

ら
進
ん
で
行
う
も
の
で
、
鉄
道
駅
と
し
て
は
初
め
て

の
試
み
と
し
て
大
き
な
関
心
を
も
た
れ
て
い
ま
す
。

ア
案
内
係
配
置
駅
及
び
配
置
人
員

　
横
浜
駅
三
名
、
二
俣
川
駅
一
名
、
大
和
駅
一
名
、

海
老
名
駅
一
名

イ
制
服

　
一
般
の
駅
員
と
区
別
で
き
る
よ
う
新
し
い
制
服
を

着
用
さ
せ
ま
し
た
（
ブ
レ
ザ
ー
タ
イ
プ
）
。

ウ
案
内
業
務

　
①
自
動
券
売
機
の
購
入
案
内
、
②
自
動
改
札
の
利

用
案
内
、
③
他
社
線
へ
の
乗
換
え
案
内
、
④
駅
勢
圏

の
地
理
案
内
、
⑤
遺
失
物
の
応
対
、
⑥
酔
客
の
応
対
、

⑦
そ
の
他
各
種
案
内

　
な
お
、
案
内
係
の
登
用
に
あ
た
っ
て
は
、
社
外
講

師
か
ら
接
客
案
内
の
専
門
教
育
を
受
け
る
と
と
も
に

外
人
講
師
か
ら
英
会
話
の
教
育
を
受
け
て
い
ま
す
。

③
―
お
わ
り
に

　
当
社
の
駅
の
あ
り
方
を
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

当
社
の
新
た
な
二
大
事
業
が
い
よ
い
よ
動
き
始
め

「
横
浜
駅
西
口
駅
前
再
開
発
（
ホ
テ
ル
棟
）
」
が
三
月

二
十
四
日
に
、
い
ず
み
野
線
延
伸
（
い
ず
み
中
央
～

湘
南
台
駅
）
工
事
が
、
二
月
十
四
日
に
起
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
社
も
運
輸
業
を
中
心
と
す
る
総
合

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
通
じ
て
、
社
会
的
責
務
を
遂
行
す

る
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
地
域
社
会
の
発
展
と
沿

線
住
民
の
方
々
に
い
か
に
し
て
寄
与
す
る
か
を
考
え
、

駅
を
中
心
と
し
た
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
沿
線

の
街
づ
く
り
を
通
し
て
、
人
々
が
豊
か
で
潤
い
の
あ

る
生
活
を
営
む
お
手
伝
い
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

〈
相
模
鉄
道
㈱
運
輸
営
業
本
部
電
車
部
営
業
課
長
▽

グリーンぼけっと（横浜駅）案内係（二俣川駅）
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